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新刊図書 二人の難聴児を育てて トライアングル文庫４

トライアングル文庫、第４巻目の本とし

て、「二人の難聴児を育てて＝わが子に学

んだ日々＝」が出版された。原田恵子・広

瀬千恵子著。１６００円。以下、出版元の

トライアングルの紹介記事から。

東京と関西に住む二人の母親が、それぞ

れ二人の高度難聴児を育て上げた２０年の

の体験から滲み出た親の心と子育てにおけ

る様々な知恵を記した貴重な体験記です。

この本は、惜しみなく注ぐ太陽の光のよ

うな母親の愛こそ、子育ての原点であるこ

とをしみじみ感じさせてくれると共に、至

難といわれる難聴児教育における大切なポ

イントを教えてくれます。またこの本は、

太陽の恵みを浴びたひまわりのように、素

晴らしい成長をとげた広瀬芽里さん、広瀬

有紀さん､原田豊人さん､原田英里子さんの

四人の高度難聴児の成長の記録といえます。

第Ⅰ部 今、幸せな日を迎えて（原田恵子）、第１章：豊人との歩み、第２章：英里子

との歩み、第３章：家族の障害受容、おわりに：先生と友人から

第Ⅱ部 ありがとう（広瀬千恵子）、第１章：二人の娘と共に、第２章：長女、芽里と

の歩み、第３章：次女、有紀との歩み、第４章：家族の障害受容、おわりに：先生と友

人から

本を頂戴し、読み始めたのが夜の１１時、夜明け頃にすべてを読み終えた。兄弟姉妹

が難聴であった＝二人の難聴児それぞれへのお母さんの思いが伝わってくる本であった。

もっと、こうした親の思いを現場の先生や研究に携わる先生に読んでいただきたい。

本屋での入手はできません。御注文は下記のトライアングルまで。

〒162 新宿区西早稲田2-2-8 全国心身障害児福祉財団ビル５Ｆ TEL&FAX:03-3203-9938
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新製品情報 新しいプログラマブル補聴器

SIEMENSは、「ロータスＳ３＋」と「ＰＲＯ」の販売を始める。

「ロータスＳ３＋」

入力が大きくなるにつれて、コンプレッション比が自動的に大きくなるカーブリニ

アコンプレッション方式。２つの周波数特性をメモリ可能な他、Ｔポジションの周波

数特性もプログラム可能で、ＭＴミキシングの状態もプログラム可能になっている。

７つの調整パラメータを持つ。ＮＨ、ＮＬ、Ｇ、ＰＣ、ＡＧＣ、ＳＣ（マイクの周波

数特性をシミュレート）、Ｔ・ＭＴのプログラム。定価：１５５０００円。

ＦＯＧ６０：７１ｄＢ（ピーク７９ｄＢ）（最大音響利得）

ＳＳＰＬ９０：１３５ｄＢ（ピーク１４５ｄＢ以下）（９０dB最大出力音圧）

重度の難聴児者でも使えるこのパワーで、この

価格は魅力的。なお、調整にはＰＭＣ（Ver6.11

以上）か、CONNEXX(Ver.1.2以上)が必要。

「ＰＲＯシリーズ」

ノンリニア増幅をプログラムできるオーダーメ

イド耳あな形補聴器。ラウドネス感覚に合わせた

設定ができるＦＤＲＣ（Full Dynamic Range
Compression）ノンリニア増幅が可能なほか、Ａ

ＧＣ回路にありがちな不自然なアタックとリリー

スタイムによる音のふわつきを、これらの時間を

衝撃音に合わせてコントロールできるデュアルコ

ンプレッション回路を搭載することで、抑えるこ

とに成功している。２つの周波数特性をメモリ可

能で、押ボタンでプログラムを変更することがで

きる。調整装置は ＣＲ（コンプレッション比）、

ＣＫ（ニーポイント）、Ｇ、ＮＨ、ＮＬ。なお、
写真：ロータスＳ３＋

調整にはＰＭＣ（Ver6.11以上）か、CONNEXXが必

要。カナルサイズの「コスメアＰｒｏ」と、フル

シェルサイズの「ライフサウンドＰｒｏ」、ＣＩ

Ｃスタイルの「マイクロＰｒｏ」の３器種。「マ

イクロＰｒｏ」はＫ－ＡＭＰをベースにしたＦＤ

ＲＣ増幅。調整装置はＧ４０（小入力のゲイン）、

Ｇ６５（マスターゲイン）、Ｇ９０（大入力のゲ

イン）、ＩＲＭ（低域音質調整）の４つ。

価格は、コスメアＰｒｏ・ライフサウンドＰｒ

ｏが２２万円。マイクロＰｒｏは２４万円。

写真：マイクロＰｒｏ
お問い合わせは、シーメンス・ヒヤリング・イ

ンスツルメンツ社、〒228 神奈川県相模原市栄町6-6 TEL:0427-65-5611 FAX:65-5601
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新製品情報 ＣＩＣにシークエル回路を搭載

スターキージャパン社は、低歪みのアンプ「シークエル」を搭載させたＣＩＣ、ティ

ンパネットの生産を開始した。「シークエル」は、入力ＡＧＣと出力ＡＧＣを組み合わ

せることで、低歪みでの増

幅を可能にした独特のアン

プで、音の良さには定評が

ある。このたび、ティンパ

ネットシリーズにこのアン

プが加わったことで、ティ

ンパネットの選択が広がる。

なお、すでにシークエル

アンプを内蔵した耳かけ形
図：シークエルの回路原理

補聴器も発売されている。

お問い合わせ先：スターキージャパン社 〒２２４ 横浜市都筑区仲町台５－２－２０

TEL:045-942-7226 FAX:045-942-7158

新刊資料 聴覚障害者の 職場定着推進マニュアル

日本障害者雇用促進協会の編集・発行の資料。

「聴覚障害者の職場適応のために」などのタイ

トルの実際使われている社内資料を参考にして

作られているだけに、実際的・具体的な３２の

Ｑ＆Ａで構成されている。どのＱも、職場での

聴覚障害者への配慮について、丁寧に説明され

てあり、実に良くできているテキストである。

例えば、「Ｑ１５：ＦＡＸを活用したコミュニ

ケ－ションによる効果と注意点について」など。

高等部段階で職業指導の時に、あるいは、聴

覚障害の先生がおられる職場でも活用できるか

も知れない。

市販されていないので、書店では入手できな

い。入手については、下記の日本障害者雇用促

進協会にご相談を。

〒１０５ 東京都港区海岸１－１１－１

ニュ－ピア竹芝ノースタワー１３Ｆ TEL : 03-5400-1625 FAX : 03-5400-1633
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海外資料紹介 聴能学博士への道の誘導

Navigating the road to the Au.D.
David A.Clancy

HEARING INSTRUMENTS 47(1)10-11,1996

オージオロジストの資格を決める水準として、Au.D.（Doctor of Audiology：聴能学博士）

制度の導入の動きに伴い、従来からの資格制度にまつわる関係諸問題が出てきている。

「現在、開業しているオージオロジストが、聴能学博士号の取得を希望する場合、取得手

段を講じる必要がある」ということでは大方の意見は一致しているものの、どのように取

得できる方法を用意するかについては、意見が分かれている。

インディアナ州ウェスト・ラファイエットのＡＦＡ（Audiology Foundation of Ameri-
ca：米国聴能学協会）は、現在、開業しているオージオロジストが博士としての身分を確

立するための方法として、以下に示すように、いくつかの提案をしている。

・実績を有するオージオロジストは、管轄母体にその専門職としてのポートフォリオを提

出し、評価を受けることができる。出願者が必要な「単位数」を満たしていれば、博士の

称号を使用することを許可する証明書が彼らに与えられる（＝実績認定資格）。

・第２の選択肢は同等資格で、これは、学位の授与を行うことを公認されている大学によ

ってポートフォリオの審査が行われ、専門職業上の経験および引き続き受けている教育に

対して、大学からいくつかの単位が与えられる。学位を得るための全課程を修了するのに

必要な残りの単位は、大学が提供する通信またはコンピュータによる遠隔学習によって取

得することができる。必要な課程を修了すると、そのオージオロジストに聴能学博士の学

位が授与される（＝同等資格）。

・第３の道は、学校に戻り聴能学博士の全課程を履修することである。

・オージオロジストは、何もしない道を選択することもできる。この場合には、修士レベ

ルのオージオロジストとして仕事を続けることになる。これは、法律によって保護された

権利である。オージオロジストは、州の免許資格を満たしていなければならない。

選択肢の比較検討

この４つの選択肢の中では、実績認定資格を選択するか、同等資格を選択するかが議論

の中心となる。第３ないしは第４の選択肢を採るオージオロジストについては、議論の余

地はない。どの単位取得方法が良いかを判断しなければならないのは、「聴能学博士」取

得に必要な単位を取ろうとするオージオロジストである。しかしながら、この判断は単純

なことではない。

ＡＦＡは実績認定資格の検討を行っているが、バージニア州アーリントンのＡＡＡ（A-
merican Academy of Audiology）とメリーランド州ロックビルのＡＳＨＡ（American
Speech-Language-Hearing Association）はこの選択肢を薦めていない。また、サウスカ

ロライナ州コロンビアのＡＤＡ（Academy of Dispensing Audiologists：販売オージオロ

ジスト協会）は、この件について賛成反対いずれの立場をも表明していない。

ＡＦＡの前理事でありニューヨーク州ニューシティのアンジェラ・レーベンブルック教

育学博士は、以下のように述べている。「実績認定資格の考え方には問題があります。ま

ず第一に、ポートフォリオを評価するための組織を作る必要があります。これは、非営利
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の基準判定委員会として設立されなければなりません。そして、各オージオロジストが証

明書を受けるためにどれだけの教育を受けなければならないかを、この委員会が決定する

ことになります。その単位を修了すると、委員会は、開業者に、博士の称号を使用しその

名前にAu.D.の文字を冠する資格を与える証明書を授与します。Au.D.の文字は、学位を表

示するために使われるものと同じですが、その意味するところは同じではありません。こ

れには、学問的な意味での効力は何もありません。多くの州では、実際にはそうでないの

に学位をもっているかのようなことを暗示する肩書きあるいは称号を使用することは違法

です」。

ＡＦＡの議長を務める、ウェスト・ラファイエットのパーデュー大学のデービッド・

ゴールドスタイン博士は、これに反論しています。「ＡＦＡにとってこの合法性の問題は、

＜まず提起することが大切で、質問は次＞の問題なのです。実績認定資格による聴能学博

士の資格の承認は、特に法律で禁止されていない限りは合法的です。合法的であるかどう

かを問うオージオロジストは、合法的ではないと教えられているのです。法律の解釈は、

誰がその解釈をするかに大いに関係することなのです。もし５人の法律家に何かについて

解釈を求めると、６通りの異なった解釈が返ってくるでしょう。計画に反対する人は、そ

れを支持する人とは違った解釈をするものです」。

だが、ＡＡＡの会長キャロル・フレクサー博士は、以下のように警告している。「大学

あるいは州の認可委員会（licensure board）によって授与されたものではない資格認定書

には何の効力もありません。認可委員会または大学以外の組織が発行する資格認定書には、

何ら法的な、あるいは学問的な価値もありません。たとえ専門家としてふさわしい人であ

っても、その称号には何の価値もありません。このような事情から、Au.D.の教育課程が

正式に認められている大学からの学位の取得が最良の選択肢だと考えています。私たちは、

オージオロジストに、法的効力をもたない資格の取得を薦めるのは無責任なことであると

思っています。公認の大学から授与された学位を持つ者のみがその称号を使用できるので

す。認可委員会および大学によって授与された資格認定書にこそ価値があるのです。過去

にも、専門職業に対する資格は他にもありましたが、これらの資格は大学や州の認可委員

会によって授与されたものだったからこそ価値があったのです。私は、ＡＦＡの理事でも

ありましたが、実績認定資格の提案には反対の投票をしました。もし、ポートフォリオの

証明を受けるつもりでいるのなら、不法な証明書ではない、別の学位が得られる道を選ぶ

べきです。ＡＦＡ理事会は、私たちが反対票を投じたことで、州法についての調査を行う

ことを迫られました」。

また、レーベンブルックは以下のようにも話している。「私たちは短期間にこのような

Au.D.に関する作業を進めてきたのです。私たちは、今、新しい学位の完全性を守らなけ

ればならない危機的状況に直面しています。私は、もし証明書が発行されるようになれば、

Au.D.が必ず問題になると思っています。ニューヨーク州では、この証明書は違法です。

ＡＦＡは私たちに対して、条件の変更について認可委員会に提案するよう求めています。

ここで要求されているような努力をすれば、確かに学位の取得は容易になるでしょう」。

ＡＳＨＡは、同じ様に、現在提案されている同等資格の基準によって授与されるAu.D.
の学位は、この専門職業に要求される基準が高くないという事実を知らしめることになり、

一般大衆のAu.D.に対する信頼を低下させる結果になるだろうと考えている。ＡＳＨＡの

報告書では、現在提案されているこの同等資格の選択肢を「聴能学という専門職業に対す

る侮辱」と呼んでいる。

しかし、ＡＦＡのゴールドスタインが言うように、Au.D.プログラムは、現に活動して

いる開業オージオロジストのために計画されたものではなく、その入口レベルのオージオ

ロジストのために計画されたものなのである。

ゴールドスタインは、「私たちは、既存の開業オージオロジストが不適格だとは言って
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いません。むしろ、逆なのです。私たちが変えようとしているのは訓練養成課程であって、

オージオロジストその者ではないのです。もしオージオロジストが＜資格を身につけるた

めに＞学校に戻らなければならないとするなら、彼らのそれまでの資格水準とは一体何だ

ったのでしょうか？。開業オージオロジストがその身分を変えない道を選択するというこ

とには、一体どういう意味があるのでしょうか？。博士の水準にありながらAu.D.の称号

取得の道を選択しないオージオロジストについては、どう考えたらいいのでしょう？。一

般の目には、彼らは信頼できないと映るのでしょうか？。オージオロジストたちは学校教

育を修了した時点で学ぶことをやめるようなことはしません。彼らは、開業してからずっ

と学び続けてきたし、また、＜資格認定書の更新＞を受けようと判断するか否かに関わら

ず、これからも学び続けるでしょう。我々は、このことを認識しなければならないのです。

私たちは、オージオロジストに対する評価は、教育レベルによって決まるのではなく、そ

のサービスの質によって決まるのであると信じています。幸せな患者は友が１人であって

も幸せです。が、不幸な患者は、１０人の友がいても不幸なのです」。

混乱の解決

ＡＤＡはこの議論に登場していない。ＡＤＡは、この混乱が解決されるまでこの問題に

関わることを控えることにしている。ＡＤＡ会長である、カンザス州のケン・スミス博士

は、「実績認定資格および同等資格の両者のあらゆる面を調査しようというＡＦＡの努力

を支持し続けるという私たちの立場は、ＡＤＡの理事会が全員一致で決定したものです。

ＡＦＡはまだ行動に移すまでの計画をもっていません。それができるまで、何が良くて何

が悪いといったことを言うのは、まだまだ時期尚早です。ＡＤＡは、開業オージオロジス

トの利益になるような立場をとることを表明しています。これは、今でも私たちの第一の

目標であり、また、計画ができるまでは、どの選択肢であれ放棄することは時期尚早です」

と話している。

具体的な計画の如何に関わらず（あるいはそれがなくとも）、Au.D.プログラムに向け

ての動きはこの国の諸機関での趨勢となりつつある。ボール州立大学でのAu.D.プログラ

ムの開始によって、Au.D.プログラムを始めた大学は合計３大学（他の２つは、ヒュース

トンのベイラー医科大学と、マウント・プレザントのセントラル・ミシガン大学）となっ

た。

学会誌・研究会誌 Contents
特集く人工内耳装用児とコミュニケ－ション＞音声言語医学 1996 Vol.37,No.3

小児人工内耳のリハ・プログラム 倉内紀子

ＳＴの立場からみた小児人エ内耳 城間将江

医師の立場からみた小児人工内耳 高橋晴雄・内藤 泰・本庄 巖

人工内耳が活かされるための教育環境 大沼直紀

人エ内耳装着学童への援助 川野通夫・本庄 巖・内藤 泰・高橋晴雄

塩見洋作・山口 忍・大久保有理・桑原 桂

「人工内耳装用幼児のハビリテ－ション」加藤昭子 聴覚障害 1996 Vol.51(7)26-31
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新番組開始 ハローウィンドウ・みみ［＃２１０］

（株）日本文字放送（ＮＨＫ文字放送）は、阪神大震災以来、文字放送の役割がクロー

ズアップされているため、耳の不自由な人達を対象にした新番組「ハローウィンドウ・み

み」を制作、４月からスタートさせている。当面は、関東・甲信越ローカルで放送。番組

番号は「２１０」。

耳の不自由な人は、ろう者、難聴者、中途失聴者をあわせて全国で６００万人に上ると

推定されている。阪神大震災では日本文字放送が特別番組を編成、災害関連情報から復旧

状況や生活情報、それに亡くなった方たちの名簿情報などキメ細かい放送を行い、全日本

難聴者・中途失聴者団体連合会などから「耳の不自由な人たちにとって文字放送の情報ほ

ど役に立った情報はなかった」と高い評価を受けた。

こうした社会的な状況を踏まえ、日本文字放送では、当初は聴力障害者情報文化セン

ター提供のデータを基本に全難聴、全日本ろうあ連盟、東京都聴覚障害障害者連盟などの

各種団体の機関誌を中心に番組を編成する方針で、聴力障害者とその家族、関係者などを

対象に“見ないと損する耳よりな情報”“分かっているようで分かっていない情報のワン

ポイント解説”“イベントのレポート”“体験談”など単なる「催しもの・イベントの事

前お知らせ」にとどまらない構成を用意しているという。

内容は、表紙を入れ原則８ぺージでスタート、２週間に１回の更新で［イベント・セミ

ナ－・講習会情報］［障害者団体情報］［ボランティア情報］［福祉機器情報］［聴力障

害者行政］などを盛り込んでいく方針で、日頃、情報量の少ない障害者にとっては大きな

福音となりそうだ。

詳しくは、（株）日本文字放送（テレモ日本）

〒１５０ 東京都渋谷区宇田川町７－１３ 第２共同ビル TEL:03-5489-3800

・・・ ひとこと ・・・
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。
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講習会案内 Ｊ Ａ Ｖ Ｔ Ｏ Ｃ 基 礎 講 習 会
（ヴェルボ・トナル・システム）

下記の日程で、ヴェルボ・トナル（ＪＡＶＴＯＣ方式）の入門講習会を開催いたします。

基礎理論を中心に、具体的実践例を交えてご紹介いたします。

日時： １９９６年１１月２２日（金）午前１０：００～午後４：００

場所： 慈恵医大第三病院内講堂（東京都狛江市）

定員： ５０名（定員に達し次第締め切らせていただきます）

会費： ＪＡＶＴＯＣ会員 5,000円、一般 8,000円

申込方法：下記の申し込み用紙に必要事項を記入の上、

「宛名を明記し切手を貼った返信用封筒」と共に、事務局まで郵送して下さい。

事務局 ： 〒２０１ 東京都狛江市和泉本町４一１１ー１

慈恵医大第三病院 リハビリ科ＳＴ室内 ＪＡＶＴＯＣ事務局

ＴＥＬ：０３ー３４８０一１１５１（内線３３４９または３３４８）

ＪＡＶＴＯＣ基礎講習会（１９９６年１１月２２日）に申し込みます。

氏名： （１：ＪＡＶＴＯＣ会員、 ２：一般）

所属：

連絡先（１：勤務先、２：自宅）※１．２のどちらかに○を付けて下さい

住所：〒

電話：

INTERNET がホームページを公表中

日本中どこからでもInternetを通じてアクセスできる。

内容はOticonの会社概要、Human Linkの思想、製品紹介、新聞発表記事など。

DigiFocusなどの新製品についても、最新の開発状況が紹介されている。

見たい場合は、www.oticon.com にアクセス。各メニューを選択する。
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福祉法 基準外交付の判断が県レベルに

以前より、ＦＭ補聴器などの告示に示された補聴器以外の交付を受けられる制度

が活用されている。「基準外交付」と呼ばれる制度だが、交付に際しては厚生大臣

との協議が必要であったため、交付までに時間がかかること、手続きの煩雑さのた

めに使わない方も多かった。今回、生活の状況によって、都道府県レベルで交付が

できるような通達があり、交付決定までの時間短縮が望めるようになった。

児 発 第 １ ０ ７ ８ 号

平成７年１２月２６日

都道府県知事
各 殿

指定都市市長

厚生省児童家庭局長

補装具の種目、受託報酬の額等に関する基準の一部改正について

児童福祉法第２１条の７の規定に基づく補装具の種目、受託報酬の額等に関する基準

（昭和４８年６月厚生省告示１８７号）の一部が、平成７年１２月２６日厚生省告示第

２２０号をもって改正され、平成７年４月１日から適用されることとなったが、その内

容は、別添の通りであるので了知のうえ、遺憾のないよう取り扱われたく通知する。

記

１ 改正の要点

(1)受託報酬の額について、最近の人件費の上昇及び一般市価の動向に対処し、価格を改

定したこと。

（(2)(3)は車いすにモジュラー方式による製品を加えたことに関する内容）

２ 運用上の留意事項（省略）

３ 基準外交付の取扱い

基準外交付については、「補装具給付実施要領」の第３の２により、厚生大臣に協議の

うえ、その承認を得て交付することができるものとしているが、次の各要件を満たすもの

については、厚生大臣の承認があったものとして交付して差し支えないこと。

なお、この場合の交付額については、見積もり等により適正な価格で決定して差し支え

ないこと。

(1)部品の交換、取付であって、その必要性について医学的判定を要しないと思われるもの。

(2)一般的には必要ないが、当該身体障害児童の障害の状況、生活状況や地域の地理的特性

から、特に必要と思われるもの。
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新刊図書 図説：耳鼻咽喉科 補聴器の選択と評価

表題の通り、主に耳鼻科医を対象に書かれた

補聴器全般の解説書。最近の新しい補聴器につ

いて、ページを割いているのが特徴。神崎仁シ

リーズ総編集、小寺一興編集。メジカルビュー

社刊、９２７０円。

Ⅰ．はじめに

補聴器適用における耳鼻科医の役割

Ⅱ．補聴器の適応と適用

Ⅲ．補聴器フィッティングの技術

Ⅳ．補聴器フィッティングの諸方法と評価

Ⅴ．新しい補聴器

Ｋアンプの効果と適用／マルチフォーカス

の効果と適用／ＥＤ２の効果と適用／デジ

タル補聴器（ラウドネス補償型）の効果と

適用／デジタル補聴器（多信号処理型）の効果と適用／デジタル補聴器（HD-10）

の効果と適用／デジタル補聴器（ソニー方式）の効果と適用／耳かけ形ＦＭ補聴

器の効果と適用

Ⅵ．特殊な補聴システムと適用

電池 松下電池工業が、５Ａ電池を生産開始

ＣＩＣ用の電池として欧米では既に利用されている５Ａ電池が日本でも生産・市販

が開始された。これで、日本で販売されている補聴器用空気電池は５種になった。な

お、国際的には「５Ａ」と呼ばれるこの電池、日本では「ＰＲ５２１」という呼称で

呼ばれる。日本も早く国際呼称に一本化を！と望みたい。

そこで、今回、補聴器用電池の呼称とサイズを確認。

国際呼称 ６７５ １３ ３１２ １０ ５

国内呼称 ＰＲ４４ ＰＲ４８ ＰＲ４１ ＲＰ５３６ ＰＲ５２１

直径(mm) 11.6 7.9 7.9 5.8 5.8

厚さ(mm) 5.4 5.4 3.6 3.6 2.15

厚さが同じ 直径が同じ 厚さが同じ 直径が同じ
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特集 パレスチナ・イスラエル旅行記

５月３０日（金）

初めてコーランの響きに目を覚ますことなく９時過ぎまで寝る。

起きて間もなく、本間さんが来る。しばらく雑談後、本間さん持参のラーメンを頂戴す

る。久々のラーメンの味に驚く。「こんな味だったのか」と。本間さんと外出。金曜日は

宗教的な休日でもあり、ほとんどの店が店を閉めるので、娯楽の少ない子どもたちにとっ

て、我々日本人は格好の娯楽対象なのかも知れない。からかわれるが適当にあしらう。Ｕ

ＮＤＰのオフィスで道路向かいのモスクでの集まりを見る。時間が近づくと次々と近所の

住民が（男のみ）が集まり、まずは説法から始まり、祈りの言葉まで約１時間半を見る。

イスラム教の祈りを見るのは初めてだが、歩道にまでござを敷き、モスクに入りきれない

人々がすわり、聖地に向かって祈りを捧げる姿は圧巻・感動である。

少々時間をもてあそぶことになったので、異国でのうどん作りに挑戦。小麦粉・塩・水

で作ってみる。１時間ほど練ったり踏んだりを続け、できあがって食べてみると、結構食

べられる物ができあがる。サヨリを２枚におろし、インゲン・茄子・タマネギ・ピーマン

の天ぷらと小鯛の塩焼きを食べながら、本間さんと日本酒を飲み交わす。異国での日本食

は実に感慨深く、何を作ってもウマク思えるのだ。揃わない調味料や限られた素材で何を

作るかなどを考えるのは実に楽しく、今回、後半はすっかり、このおもしろさにはまって

しまった。飲みながら、本間さんと日本の国際協力のあり方、援助のあり方など楽しく論

議。本間さんが、天ぷらうどん用に残しておいた天ぷらもすべて食べてしまったので、肉

うどんにメニューを変更。タマネギと牛肉を炒め、砂糖・塩・醤油・酒・だしの素で味付

けして具を作る。

このころ、イスラエルの総選挙の最終結果に近い結果がわかり、ラビン首相の敗北がわ

ずかな差で決まりつつあることを知る。ガザにとっては、和平交渉の進展にブレーキがか

かることが心配であるし、近差故にイスラエル国内の旧住民側の和平願望と、新住民の入

植地確保の訴えを共存させる政権維持が難しくなるだろうとの論評を聞く。イスラエル側

の是が非でもパレスチナ人から土地を奪取しようという気持ちは、ユダヤ人の過去の歴史

を考えればわからぬではないが、こうした民族主義の台頭は結局はお互いのつぶしあいの

悲劇しか生まないこと、私なんかは歴史の不勉強なのかもしれないが、「誰がどこで、ど

んな風に生活しようといいじゃないの、ハッハハハハ」と思ってしまう。今、そこを使っ

ていた人がいて、その土地を他の人が使いたいならば、根気よく交渉し、使用権を買うな

り借りるなりなどと考えてしまうが、どうして、武力でそれを踏み倒そうとするのか、私

には理解できない。数千年前は我々の土地などと言う論理で戦争が起き、あるいは本当は

心の平和を呼ぶための宗教がからみ、聖地奪還のためならば武力を用いるという論理、戦

場での惨状を聞くと、本当にそう思うのである。

南さんがデフ・クラブから帰宅。デフ・クラブでの勉強会を援助しているアメリカ人

（アトファルナに手話ボランティアで来ている女性）がイスラエルの歴史に関する話しの

際に、キリスト教徒の一方的なイスラエル解釈を教え、その後のデフの人たちだけの集ま

りで、パレスチナ人デフが意義を唱えたと聞いた。宗教と歴史を混同してはならない。今

回、「宗教とは何だろうか」と考えてしまう機会が多かった。お節介にもアラブ社会にキ

リスト教を布教し、間違った一方的な歴史観を注入するのが宗教なのだろうか。私は今日、

荘厳なイスラムの儀式を拝見したが、アラブの社会はアラブの社会として、自分たちの価
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値観と倫理観＝文化で動いている。そうした価値観や倫理観を私たちは最大限に尊重しな

くてはならないし、我が宗教が優れているとか、我が文化が優れているという視点を持っ

てはならない。相手の文化を尊び、相手の文化や習慣の中で、どう私たちが共存していく

道を探れるかを考えなくてはならない。一方的な援助ではなく、日本が優れているのでは

なく、今回、私はスタッフ一同と、本当に心の通う交流ができたから、そしてその交流を

通じて、私が持っているわずかな何かを彼らと共有する事ができたし、彼らが持っている

文化・生き方・生き様を共有できた。今回の体験は私にとって、アラブ社会への招待とも

思えた。ガザの街を歩いていると、最初は「あ！、日本人だ！」という目で見られてイヤ

な気分にもなるが、今日くらいになると、こっちは忘れていても、目立つ私のことは覚え

てくれていて、「サラーム・アライコム」と声をかけてくれるので、私も「アライコム・

サラーム」と答えたり、見知らぬ人に道を聞くと、本当にとことん教えてくれたりと、人

と付き合いやすい街であることに気付くのである。私はたった２週間の滞在でしかなかっ

たが、この社会の寛容さを知ることができた。本当に良かった。

３１日（土）

ガザ、最後の日。荷物を作り、１０時にタクシーでボーダー（国境）に向かう。羊を乗

せたロバ。「しょうがないなぁ」という顔の荷馬。店前のいすにゆったりと腰掛けるハッ

ジ・・・・。もう、この地に来ることはできないだろうと思い、車窓からの風景を瞼に焼

き付ける。

簡単なパスポートチェックを終え、質問をされる。まず「どこに行くのか？」私はパレ

スチナ国にいたつもりだったので、ついつい「イスラエル」と答えてしまい、失笑を買う。

「ここはイスラエル、イスラエルのどこに行くのか？」と再度聞かれ、ホテルの名前が書

いてあるカードを見せる。どこの国に行っても、入出国管理員の態度が横柄なのはなぜだ

ろう。これは以前、成田の出国手続きのこと、窓口「どの国に行くのですか」、私「ソウ

ル」、窓口「ソウルという国はありません」、私「韓国です」といった具合。いったい、

この窓口の方は「ソウルがブラジルにでもあるとお思いなのだろうか？」。

その後、荷物検査。スーツケースのビデオカメラのケースの中まで調べられる。荷物検

査もだいたい横柄で、この台の上に載せろだの、これは何かなどほぼ命令調。どうせ日本

語などわかるはずないだろうから、「てめぇが見てぇつーから見せてやってんだろ」など

とつぶやきながら開ける。「ＯＫ」が聞けるまで約２０分。機関銃には逆らえない。

無事に越境し、イスラエルに入国？。予約してあるタクシーで一路キング・ソロモンホ

テルに向かう。チェックイン後、昼食と観光のために外出。

エルサレム旧市街ほど、観光客を拒絶する観光地はない。通路表示がなく、案内板がな

く、自分が今どこにいて、各交差点でどこをどのように行くとどこに行けるかの案内が通

路にないのだ！。結局、どの観光ポイントにもたどり着けずに、アラブ人地区を２周、ユ

ダヤ地区を１周歩く。かなり疲れた。これでは一般の観光客はとうていたどり着けるはず

がない。街を歩いていたら、十字架を背負った一団に遭遇する。キリストが十字架を背負

って歩いた道をそのまま歩くツアーだそうで、聖書片手に何か歌いながら行進するので、

その後に付いて歩く。とにかく街の道が複雑にできており、さらに標識がないから、そう

した団体に付いて歩かないと一巡してしまうのだ。しかし、至る所で止まり（おそらく、

キリストがここで何をしたの、こうのという説明をしているのであろうが）、歌い出す始

末で、結局、一人で歩き出す。ウロウロしていると唯一通りすがった日本人が「ここです」

と指さしてくれた。旧市街に入って初めての日本人だ。幅９０ｃｍ、高さ１８０ｃｍの木

戸を抜けたところにキリスト教の聖地、聖墳墓教会があった。キリストの墓や十字架がか

けられたという地点を見る。エルサレムの観光は旧市街が最大と聞いていたが、それほど
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ではない。私にとっては、キリストがどこで何をしたかは関係なく、むしろ、歴史的な建

造物や旧ローマ時代の遺跡を見たかったのだが、そうしたスポットのいくつかには結局た

どり着けなかった。やはりガザの方がよい。私の価値観の問題か。

６月１日（日）

ホテルで朝食。例から例のカリカリベーコンとスクランブルエッグのおきまり定食。

ホテル前からバスに乗ろうとするが、ガイドブックに載っていた１番バスに乗り、運転

手に「糞門に行くか」と尋ねると反対側のバスだという。反対側のバス停で待てどバスは

来ず（バスの停留所にバスの時刻表や路線図がないのには驚く、一体、何を信じてバスを

待てばよいのかがわからない、どうもイスラエルは観光客にバスを利用させまいと考えて

いるらしい？）、結局、タクシーをつかまえる。アラブ人らしい運転手だったので、いき

なり「サラーム・アライコム」と声をかけると、糞門まで最短距離を通ってくれ、約２０

分ほど雑談をしながら着く。２０シェケル。別れ際にも「サラームアライコム」で固い握

手をして別れる。ユダヤ教の聖地、嘆きの壁で紙の帽子をかぶり、壁にさわる。ユダヤ教

徒の熱心な祈りが続く。今日は休みでもないのに、たくさんの教徒が来ている。その後、

イスラム教の聖地ビッグモスクに行く。黄金のモスクは大きくさすがにきれいで、何枚も

の写真を撮る。糞門から旧市街の外に出て、遺跡の発掘場所を２カ所見学、さすがにロー

マ時代の遺構を見て、ここの良さがわかった感じ。シオン門に向かうべき道を歩きながら

タクシーを探す。「シオン門１０シェケル」で交渉をして車に乗ると、いきなり日本語で

「こんにちわ」と声をかけられたので、腰が抜けるほど驚く。シオン門で降り、キリスト

の最後の晩餐の部屋、ダビデ王の部屋、ホロコースト記念館など見る。シオン門より旧市

街に入り、アルメニア人地区のレストランに入って昼食。アルメニア料理はイタリアの味

付けに近く、至って美味。塔に登り、旧市街を一望する。さすがの風景に感激。

ヤッホ門からタクシーをつかまえ、中央バスセンターに向かう。バスセンタ－からハイ

ファ行きのバス行程の約２時間、機関銃を持った兵士の後ろの席に座る。

ハイファのバスセンターでタクシーに乗り換え、ホテルに。ノフ・ホテルは港が一望で

きる好地にあり、本当に満足。風呂休憩後、ガイドブックに「１階においしい中華レスト

ランがある」と書いてあったので、一階の中華レストランに向かう。しかし、すっかりイ

スラエルナイズされていて、本当に寂しい。英語とヘブライ語のメニューでは何もわから

ないので、結局、材料と料理方法を南京出身の店員に漢字で書き示し注文をする。思った

ものが食べれて本当に満足。メニューがわからないと言うことで、いい加減な物を注文し、

失敗することより、時間をかけて説明すれば、料理人が何をこちらが要求しているかを理

解してくれると言う物だと考えた。隣人

が箸で食べる私を見て、「チャイニーズ

？」と聞いてくる。日本人だと答えると、

「アーハー」と納得している。中華料理

をナイフでバラバラに切って、フォーク

で食べる姿には、ちょっと驚く。

２日（月）

９：３０、ＡＶＲ社のダー社長が迎え

に来てくれる。ＡＶＲ社見学。

午後、ナザレに観光に行く。キリスト

の母が受胎宣言を受けた地、青年キリス

ＡＶＲ社長ダ－氏とＡＶＲ社内で撮影
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トが生活をしていた家の跡など見る。キリスト教にとっては大きな聖地であり、大きな教

会とすばらしいドームを見ることができる。ナザレより、テルアビブに向かう。車中、ひ

たすら寝る。

カールトンホテルに入る。ビーチサードの超高級ホテル。まったくこんな機会でもなけ

れば、こんな高級ホテルには泊まれない。海が見えるテラスでワープロをたたく。唯一、

ミニバーの冷蔵庫がこわれていて、中の物が冷えていないとクレームを付ける。テルアビ

ブで有名だという中華料理店「Red Chinese」に行く。タイ料理と中華料理がメインなの

で、チンジャオロースーとエビチリソース（タイ風）、フライドライスを食べる。紹興酒

はないが、青島ビールがあり、２本あける。日本料理屋にでも冷やかしに行くかと決意、

タクシーで「izakaya」まで行く。イカのバター炒め、ネギ間を注文し、日本酒を飲む。

イカのバター炒めには興ざめ。せめて、普通に焼いて醤油としょうがで食べたいものだ。

カウンターに初老の日本人が来たので、話しかけると某商社の方で、一緒にイスラエル事

情など話しながら飲む。エビのバター炒めというメニューがあるが、おそらく推して知る

べしなので、調理場に入り、店長にむきエビか殻付きかを尋ね、殻付きの生を使っている

というので、それをそのまま塩焼きにするようにお願いする。やはり、塩焼きの方がうま

いと思いながら、さらに飲む。結局、１２時近くまで飲む。帰りも商社の方の宿舎への帰

路に私の泊まっているホテルがあるというので、一緒に帰る。異国でこういう人と会って

話しをするのは結構おもしろい。

３日（火）

１０：２０、フロントより電話があり、下に降りる。フロントにはすでにアメリカの

オージオロジストであるWendy Davisが待っていてくれる。Wendyは２月に日本に来て

おり、久々の再会の挨拶をする。

最初に、ＭＩＣＨＡに行く。結局なんでＭＩＣＨＡという名前なのかは十分にわからな

かったが、おそらくヘブライ語の「聞く」とかいうような意味らしいということは何とな

くわかる。ここは０～１０歳の子どものインテグレーション教育を援助する私立の団体で、

支援団体のドネーション（寄付）で経営されている。子どもは通常は普通の幼稚園や学校

に行き、必要に応じて週に２回程度こちらに来ることになっているという。この日は運悪

く、行事日で通常の保育形態を見ることができなかった。全体で影絵のようなものを見る

場面を見ることができたが、補聴状態はよくなく、フィッティングの問題が大きいように

思える。子どもの発音や、教師のＦＭ補聴器の使い方も今一で、がっかりする。見に来た

以上はいいものを見たい。専属のオージオロジストにも会うが、ちょうど外来で新患が来

ていて、評価方法などを質問したかったが、できなかった。しかし部屋の雰囲気からして、

動いていないなぁという感じを受ける。Extend-Earや人工内耳を使っている子どもも多い

が、例えば、校長が集団に話しかけるときも、何の補聴援助システムも使っていないし、

話しかけ方も上手とは言えない。子どもが騒いでいるときに、「ハイ、みんな、静かにし

て！」と言っても静かになるはずがない。簡単な手遊びでもすれば、スッと静かになるの

になぁ・・等々、見るべきものはない。子どもの声を聞くと、そこの補聴状態がわかるが、

いわゆるデフボイス系の声が多く、息のコントロールも下手な子どもが多い。イスラエル

では昨年、国際会議をしたぐらいだから、もう少しまともだろうと想像していたが、あま

りの悲惨さに驚いた。まだ日本の聾学校の方がマシだと思う。

昼食時、WendyとＦＭの使い方やフィッティングの状態が良くないなどの意見を交わす。

Wendyも同じ感想を持ったようで、まったくの同意。昼食はイスラエル料理店に行く。シ

シカカブやクーベ（味付けして炒めた肉を小麦粉でフライにしたもの）、フームスなど食
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べる。午後、参観するＳＨＥＭＡの近くのレストランだったので、ＳＨＥＭＡの中学生ぐ

らいの難聴児が店に来て、ファラフェを注文している。書いたり、指で指したりして、希

望の味付けのピタ（袋状になったパン）を買っていた。ピタに、ファラフェ（ホームスと

いう名前の豆を揚げた物：結構おいしい）やサラダ、肉、その他の素材を、はさみこんで

食べる物で、「どれをどのくらい入れて」という注文をせねばならず、私などはお手上げ

だが、おそらく難聴児にとっても、それなりの苦労を必要とする買い物であろうと思う。

ＭＩＣＨＡが０歳からなのに対し、就学以降は義務教育として国立の機関がインテグ

レーション教育をサポートすることになり、この機関をＳＨＥＭＡと呼んでいる。あいに

く、この日は子どもが水泳教室の日でいないと聞いて、ちょっとムッとする。それなら、

最初から「この日は子どもがいない」と参観を断ってくれたらよいのに！と思う。オージ

オロジストが補聴器のレンタルシステムなど話してくれるが、早口で、その上、私の方も

子どもがいないことでカチンと来ていたので、聞く気持ちがわかない。ま、いいかと適当

な受け答えをする。しかし、子どもの補聴器の最終的な機種決定までの間、とりあえず、

補聴器を借りる制度があることは、補聴器選択の幅を広げることにもなり、結構なことだ。

日本でも何らかのレンタルシステムがあっても良いかと思う。ホテルに戻る。

部屋で一休みした後、夕食に出かける。テルアビブの街の地図はだいたい頭に入ってい

たので、ガイドブックは持たずに出かける。ディンゲンゴフ通りは、以前、バス爆発が

あった通りだが、テロリストがねらうほどの繁華街で、その繁華街のハイファ寄りの通り

端にある中華料理店「北京楼」に行く。当地では春巻きを egg roll と称して売っており、

これに甘い蜜をかけて食べるのが流行っているらしい。どの客も春巻きを食べているが、

そう、安心して食べられるメニューであることには間違いないものの、春巻きに蜂蜜とい

う取り合わせは私の口にはあわない。ワンタンスープと、エビ団子揚げ、エビの生姜炒め

を注文する。ここでも一応紹興酒を注文してみるが、やはり置いていない。いろいろな料

理の味付けにお酒は何を使っているだろうかと疑問がわく。やむえず、また青島ビール。

せっかく地図を覚えたことだし、最後のイスラエルの夜だしというので、寄り道をしなが

らのんびりと歩いて帰る。

４日（水）

４時起き、がらがらの高速道路をとばし、７０シェケルで空港に。

おそれていた出国チェックが始まる。仕事は何をしているのか、名刺を見せろ、２週間

何をしていたのか、どこに泊まっていたのか、夜は何をして過ごしたのか、ガザのセン

ターで感じたことは何か、ガザで知り合ったスタッフの名前を言え、パレスチナ人にパー

ティに招待されたか、何かプレゼントを受け取ったか、エルサレムは一人で行ったのか、

エルサレムのガイドは誰に頼んだかなどを一通り聞かれ、終わったかと思ったら、担当官

が変わり、また質問責め。最後にスーツケースを開けて、パレスチナの人に頂戴したプレ

ゼントを開け、仕事の証明に補聴器を見せる。およそ２０分の質問攻撃を受けたが、無事

にパス。しかし、離陸後、隣席のユダヤ教徒が、いきなり刃渡り１０センチほどのナイフ

を取り出し、ひもを切っていたのは驚いた。機内持ち込みのセキュリティが甘過ぎではな

いだろうかと思う。

（終わり）

今回、私の訪問は下記のＮＧＯから委託されたものでした。ＮＧＯを応援して下さい！。

「パレスチナ子供のキャンペ－ン」〒１６９ 新宿区百人町2-22-15 山権ビル３Ｆ

TEL : 03-3360-9406、FAX : 03-3360-9439
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フィッティング・フォーラム'９６予告

今年は研究会の事務局続きでバテギミです。「もう今年はやめるベ」と思っていまし

たら、結局、尻をたたかれてしまいました。今年の、テーマは「certification（資格）」

です。言語療法士・医療言語療法士・認定補聴器士などなど、補聴器に関する業務を含

む資格化が進んでいます。専門性を高めるためと、もう１つ、学校においては、教員の

移動に対抗する意味合いも含まれるかも知れません。つまり、せっかく何年もかけて、

補聴器を学んだにもかかわらず、１０年目の肩たたきで移動させられると言うようなこ

とを、資格化することで、少しでも防げるのではないかとも思うのです。

資格化の是非、資格化するにはどうしたらよいのか、名称は、認定の方法は・・・な

どについて、論議したいと思っております。

日 時：１９９６年１０月１９日（土）

会 場：水戸市内か、つくば地区

テーマ：「certification（資格）」を考える

パネリストを募集します。自薦・他薦なんでも構いません。ぜひ、お知らせ下さい！。

９月に全国の聾学校に、詳しい参加申込書をＦＡＸで送信します。

※また、今年は宿舎の手配は致しません。御参加各自でお願い申しあげます。

「みみだより」バックナンバ－集発刊についての御意見を伺いたく思っています

「みみだより」も３００号を超え、３０７号になっています。何人かの先生方から、

「今度はバックナンバ－集を出さないの？」と聞かれています。２００号を迎えたとき

は、１～２００号と１００～２００号のバックナンバ－集それぞれ２００冊を印刷しま

した。創刊の頃の記事は今ではもう余り役立ちませんから、２００～３０８号を含む、

「バックナンバー集」を印刷してみようかと思っています。しかし、どのくらいの部数

を印刷したらよいものかがわかりませんので、取りあえず、「予約」を受けます。同封

の返信用ハガキで購入希望部数をお知らせ下さい。価格は印刷部数によって大きく異な

りますが、２０００円前後を考えています。

もちろん辞書代わりに使える「索引」付きです。予約締切→９月３０日

印刷：（株）会議録センタ－ 〒369-01 埼玉県北足立郡吹上町本町1-4-12 電話：0485-48-0609 FAX：0485-48-4998


